
チモール海 
ダーウィン市

北部準州

約889km

イクシス

パイプライン

イクシス ガス・
コンデンセート田

A U S T R A L I A
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Ichthys

天然ガスは火力発電の主要な燃料として、また日常生活では調理など
の熱源として、私たちの暮らしに欠かせないライフラインの一つだ。
日本で使われている天然ガスの97％は、海外から輸入されている。
日本に届けられる天然ガスは、どこで、どのように開発・生産され、
どのようにして日本まで運ばれてきているのだろうか。
現在、国際石油開発帝石（株）（INPEX）が日本企業で初めてオペレーター
（操業主体）としてオーストラリアの北西沖合で開発作業を進める、世界
的にも大規模なLNGプロジェクトである「イクシスLNGプロジェクト」
を詳しく見てみよう。

日本の未来に
天然ガスを届ける
オーストラリア 
イクシスLNG
プロジェクト

PROJECT STORY
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プロジェクト写真提供：INPEX

01. 2000 年。オーストラリア北西沖合に
「イクシス」ガス・コンデンセート田を発見。
ガスのサプライチェーンを構築し、未来の
日本にエネルギーを安定供給する挑戦が始
まった。02-03.天然ガスを運ぶためのさま
ざまな種類のパイプ。04.オーストラリア
北部準州ダーウィン近郊に建設中のガスを
液化するプラント。鉄はプロジェクトのさ
まざまな場面に欠かせない。

01

02

03

04



■ イクシスLNGプロジェクトの概要

沖合生産・貯油出荷施設

海底生産施設

直江津LNG基地
日本国内
天然ガスパイプライン
ネットワーク
約 1,400km

イクシスLNGプロジェクト

ダーウィン

沖合生産・処理施設

陸上ガス液化プラント

ガス輸送パイプライン
約 889km

LNG生産量840万トン/年海洋掘削リグ

AUSTRALIA

LPG  160万トン/年 
コンデンセート  約10万バレル/日
　　　　　　　　　　（ピーク時）

輸送距離
約7,000km 

天然ガス生産物

コンデンセート

生産井
水深250m程度

（天然ガス戻し）

地下4,000
    ～4,500m
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悲
願
の
日
の
丸
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

イ
ク
シ
ス
L
N
G
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
I
N
P
E
X
が
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
と
し
て
推
進
し
、
日
本
の
輸
入
量
の
約
10
％
に
相
当
す
る
年
間

8
4
0
万
ト
ン
の
L
N
G（
液
化
天
然
ガ
ス
）な
ど
を
生
産
す
る
ビ
ッ
グ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
。
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
沖
合
に
あ
る
イ
ク
シ
ス 

ガ

ス
・
コ
ン
デ
ン
セ
ー
ト
田
か
ら
採
掘
さ
れ
る
天
然
ガ
ス
を
、
約
8
8
9

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
海
底
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
で
北
部
準
州
に
あ
る
陸
上
ガ
ス

液
化
プ
ラ
ン
ト
に
運
ぶ
。
現
在
さ
ま
ざ
ま
な
施
設
の
建
設
が
進
め
ら
れ
、

計
画
ど
お
り
2
0
1
6
年
末
ま
で
に
生
産
が
開
始
さ
れ
る
と
、
生
産

さ
れ
る
L
N
G
の
約
70
％
が
日
本
向
け
と
し
て
出
荷
さ
れ
る
。

気
体
で
あ
る
天
然
ガ
ス
を
マ
イ
ナ
ス
1
6
2
℃
ま
で
冷
や
す
と
液

体（
L
N
G
）に
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
容
積
が
約
6
0
0
分
の
1

と
非
常
に
小
さ
く
な
る
た
め
、
効
率
的
に
輸
送
で
き
る
。
1
回
の
航

海
で
運
べ
る
L
N
G
は
、
約
20
万
世
帯
が
1
年
間
使
用
で
き
る
量
に

匹
敵
す
る
。
I
N
P
E
X
も
イ
ク
シ
ス
で
生
産
し
た
L
N
G
の
一
部
を

引
き
取
る
計
画
で
、
同
社
が
操
業
す
る
直
江
津
L
N
G
基
地（
新
潟
県

上
越
市
）を
通
じ
て
L
N
G
を
受
け
入
れ
る
。
そ
こ
で
L
N
G
を
製
品

ガ
ス
と
し
て
気
化
し
、
日
本
海
側
か
ら
太
平
洋
側
ま
で
本
州
を
横
断

し
て
関
東
甲
信
越
1
都
7
県
を
結
ぶ
、
総
延
長
1
4
0
0
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
超
の
、
同
社
が
保
有
す
る
天
然
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
網
を
通
じ
て

供
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
製
品
ガ
ス
は
、
都
市
ガ
ス
事
業
者
の
原
料

に
使
わ
れ
る
一
方
、
電
力
会
社
に
販
売
さ
れ
た
L
N
G
に
つ
い
て
は
、

火
力
発
電
の
燃
料
に
も
使
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

イ
ク
シ
ス
L
N
G
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は
、
日
本
企
業
で
あ
る

I
N
P
E
X
が
中
心
と
な
っ
て
、
天
然
ガ
ス
の
開
発
か
ら
生
産
、
輸
送
、

供
給
に
至
る
ガ
ス
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
構
築
す
る
壮
大
な
計
画
だ
。

I
N
P
E
X
イ
ク
シ
ス
事
業
本
部
の
岡
田
二
郎
本
部
長
補
佐
は
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
想
い
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

「
1
9
6
9
年
に
ア
ラ
ス
カ
か
ら
初
め
て
日
本
向
け
に
L
N
G
が
輸

出
さ
れ
て
以
来
、
I
N
P
E
X
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
の
石
油
・
天
然

ガ
ス
開
発
企
業
や
商
社
は
、
世
界
各
地
で
数
多
く
の
L
N
G
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
参
画
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
日
本
企
業
の
参
加
は
ジ
ョ
イ

ン
ト
ベ
ン
チ
ャ
ー
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
の
参
画
に
留
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

な
ぜ
な
ら
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
体
を
統
括
す
る
オ
ペ
レ
ー
タ
ー（
操
業

主
体
）を
務
め
る
た
め
に
は
高
い
技
術
力
は
も
ち
ろ
ん
、
人
材
や
資
金

力
な
ど
の
総
合
力
が
必
要
で
あ
り
、現
在
に
お
い
て
も
L
N
G
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を
担
う
の
は
世
界
的
に
も
十
数
社
に
限
ら
れ
て

い
ま
す
。
い
つ
か
L
N
G
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を
務
め
た
い
。
こ
れ
は
石
油

天
然
ガ
ス
開
発
事
業
に
携
わ
る
日
本
企
業
の
夢
で
し
た
。
イ
ク
シ
ス
は

I
N
P
E
X
が
日
本
企
業
で
初
め
て
大
型
L
N
G
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
事
業
を
推
進
し
、
日
本
の
電
力
・
ガ
ス
会
社
と

共
に
権
益
の
70
％
弱
を
保
有
す
る〝
悲
願
の
日
の
丸
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〞

な
の
で
す
」

大
海
原
に
眠
る
ガ
ス
を
見
つ
け
る

で
は
、
そ
も
そ
も
な
ぜ
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
沖
合
の
海
底
に
、

天
然
ガ
ス
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
I
N
P
E
X
は

1
9
8
0
年
代
後
半
か
ら
、
ジ
ョ
イ
ン
ト
ベ
ン
チ
ャ
ー
パ
ー
ト
ナ
ー
と

し
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
海
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
画
し
、

石
油
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
績
を
積
み
重
ね
て
い
た
。
し
か
し
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
実
質
的
に
主
導
す
る
の
は
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
で
あ
り
、
ジ
ョ

イ
ン
ト
ベ
ン
チ
ャ
ー
パ
ー
ト
ナ
ー
の
立
場
で
は
、オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
探
鉱
・

開
発
方
針
に
不
満
を
感
じ
る
こ
と
も
少
な
く
な
か
っ
た
と
い
う
。

I
N
P
E
X
の
地
質
技
術
者
た
ち
は
、
ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
や
そ
れ
ま
で
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
知
識
経
験
を
フ

ル
に
動
員
し
て
、
多
様
な
地
下
の
情
報
を
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
つ
な

ぎ
合
わ
せ
、
広
域
の
地
質
解
釈
を
行
っ
て
き
て
い
た
。
1
9
9
8
年
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
が
新
規
探
鉱
鉱
区
の
公
開
入
札
を
行
っ
た
際
に
、

I
N
P
E
X
は
こ
の
蓄
積
し
て
き
た
地
質
解
釈
を
も
と
に
有
望
と
判
断

し
た
鉱
区
に
狙
い
を
定
め
、
探
鉱
権
を
取
得
し
た
。
そ
し
て
天
然
ガ
ス

が
存
在
す
る
可
能
性
が
高
い
と
判
断
し
た
3
カ
所
に
試
掘
井
を
掘
り
、

INPEX（国際石油開発帝石（株））
イクシス事業本部

岡田 二郎 本部長補佐

「ガスのサプライチェーンを構築する」
INPEXは、イクシスLNGプロジェクトをはじめとするさまざまなLNGプロジェクトを通じ、
日本にエネルギーを安定供給するため、ガスのサプライチェーンを構築する。

LNG：液化天然ガス / LPG：液化石油ガス / コンデンセート：ガス田から液体分として採取される原油の一種で、地下では
気体状で存在している。原油または化学原料として利用される。コンデンセートを伴うガス田をガス・コンデンセート田と呼ぶ。



■ イクシスLNGプロジェクトの概要

沖合生産・貯油出荷施設

海底生産施設

直江津LNG基地
日本国内
天然ガスパイプライン
ネットワーク
約 1,400km

イクシスLNGプロジェクト

ダーウィン

沖合生産・処理施設

陸上ガス液化プラント

ガス輸送パイプライン
約 889km

LNG生産量840万トン/年海洋掘削リグ

AUSTRALIA

LPG  160万トン/年 
コンデンセート  約10万バレル/日
　　　　　　　　　　（ピーク時）

輸送距離
約7,000km 

天然ガス生産物

コンデンセート

生産井
水深250m程度

（天然ガス戻し）

地下4,000
    ～4,500m
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2
0
0
0
年
に
つ
い
に
大
規
模
な
ガ
ス
・
コ
ン
デ
ン
セ
ー
ト
層
を
発
見

し
た
。
地
中
か
ら
得
ら
れ
る
限
定
的
な
情
報
か
ら
、
知
見
・
経
験
を
活

か
し
た
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
実
り
、
大
海
原
で
天
然
ガ
ス
を
掘
り
当

て
る
と
い
う
壮
大
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
成
功
し
た
の
だ
。
約
4
億
年
前
、

こ
の
海
域
に
生
息
し
て
い
た
全
長
10
メ
ー
ト
ル
に
達
す
る
古
代
巨
大
魚

の
学
名
に
ち
な
ん
で
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は〝
イ
ク
シ
ス
〞と
名
付
け
ら
れ
た
。

高
温
・
高
圧
に
耐
え
抜
く
鉄
の
チ
カ
ラ

イ
ク
シ
ス
は
地
下
4
0
0
0
〜
4
5
0
0
メ
ー
ト
ル
に
ガ
ス
層
が

広
が
っ
て
い
る
。
地
下
の
ガ
ス
層
か
ら
生
産
物
を
採
掘
す
る
た
め
の

生
産
井
は
、
ま
ず
ビ
ッ
ト
と
呼
ば
れ
る
歯
の
付
い
た
ド
リ
ル
を
掘
削

用
油ゆ

せ
い
か
ん

井
管
の
先
端
に
取
り
付
け
、回
転
さ
せ
な
が
ら
硬
い
岩
盤
を
削
り
、

地
中
を
掘
り
進
ん
で
い
く
。
そ
の
と
き
井
戸
の
壁
が
崩
れ
な
い
よ
う
に
、

ケ
ー
シ
ン
グ
と
呼
ば
れ
る
土
留
め
用
の
油
井
管
を
入
れ
る
。
そ
し
て

ガ
ス
層
ま
で
到
達
し
た
ら
、
ケ
ー
シ
ン
グ
の
中
に
チ
ュ
ー
ビ
ン
グ
と

呼
ば
れ
る
油
井
管
を
入
れ
ガ
ス
を
汲
み
上
げ
る
。

天
然
ガ
ス
は
硫
化
水
素
や
炭
酸
ガ
ス
を
多
量
に
含
ん
だ
高
温
・
高

圧
の
地
層
に
あ
る
こ
と
も
多
く
、
ガ
ス
の
採
掘
に
使
用
さ
れ
る
油
井

管
は
大
変
厳
し
い
腐
食
環
境
に
さ
ら
さ
れ
る
。
特
に
イ
ク
シ
ス
の
よ

う
な
海
上
ガ
ス
田
開
発
の
場
合
は
、
ひ
と
た
び
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
す

る
と
ガ
ス
の
生
産
・
輸
送
を
一
時
的
に
停
止
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
経
済
性
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
。
そ
の

た
め
、
高
強
度
・
高
耐
食
の
油
井
管
が
求
め
ら
れ
る
。
イ
ク
シ
ス
で

は
、
新
日
鉄
住
金
の
シ
ー
ム
レ
ス
パ
イ
プ（
※
）が
、
チ
ュ
ー
ビ
ン
グ
に

全
量
使
わ
れ
る
。

※ 

シ
ー
ム
レ
ス
パ
イ
プ
：
製
鉄
所
で
ビ
レ
ッ
ト

と
呼
ば
れ
る
丸
太
状
の
形
を
し
た
鋼
の
塊
を
、

真
っ
赤
に
な
る
ま
で
加
熱
し
、
そ
の
中
心
を

工
具
で
押
し
広
げ
中
空
に
し
て
製
造
さ
れ
る
。
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ケーシング
（地層倒壊防止）

チュービング
（天然ガス生産）

天然ガス層
（高温・高圧）

生産井
クリスマスツリー
（坑口装置※）

「
油
井
管
に
は
自
重
や
地
層
圧
、
生
産
流
体
に
よ
る
内
圧
に
耐
え

る
高
い
強
度
と
耐
食
性
の
両
立
が
要
求
さ
れ
ま
す
。
イ
ク
シ
ス
で
は

40
年
に
わ
た
る
長
期
で
の
採
掘
が
見
込
ま
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
間

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
リ
ー
で
安
全
操
業
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
イ
ク

シ
ス
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
共
に
当
社
の
製
造
・
販
売
・
技
術
部
隊
が
一

体
と
な
っ
て
高
合
金
油
井
管
の
仕
様
に
関
す
る
共
同
研
究
に
取
り
組

み
、
最
適
な
材
料
選
定
を
実
現
し
ま
し
た
。
尼
崎
製
造
所
や
和
歌
山

製
鉄
所
で
腐
食
環
境
を
再
現
し
た
試
験
を
行
い
、
品
質
や
安
全
性
を

実
証
し
た
上
で
、
製
品
を
無
事
に
納
品
し
ま
し
た
」（
新
日
鉄
住
金
・

花
田
憲
士
室
長
）

高
合
金
油
井
管
の
大
き
さ
は
外
径
約
25
セ
ン
チ
、
長
さ
約
10
メ
ー

ト
ル
。
外
径
を
よ
り
大
き
く
す
る
こ
と
で
生
産
効
率
の
向
上
に
貢
献

し
た
。
た
だ
し
深
さ
4
5
0
0
メ
ー
ト
ル
の
ガ
ス
層
ま
で
は
4
0
0

本
以
上
の
パ
イ
プ
を
継
ぎ
足
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
油
井
管
は
ね

じ
継
手
で
接
続
さ
れ
る
が
、
パ
イ
プ
の
重
さ
に
よ
る
耐
荷
重
と
気
密

性
の
確
保
が
課
題
と
な
る
。
油
井
管
4
0
0
本
の
重
さ
は
車
4
0
0

台
程
度
に
も
相
当
す
る
。
新
日
鉄
住
金
の
油
井
管
特
殊
ね
じ
継
手
は
、

そ
の
自
重
を
支
え
る
高
い
強
度
と
、
漏
れ
を
防
ぐ
気
密
性
に
優
れ
て

い
る
。
世
界
の
石
油
大
手
企
業
で
あ
る
オ
イ
ル
メ
ジ
ャ
ー
各
社
か
ら
も
、

深
い
と
こ
ろ
で
は
3
0
0
0
メ
ー
ト
ル
級
に
な
る
超
大
深
度
の
天
然

ガ
ス
開
発
な
ど
で
安
定
し
た
性
能
を
発
揮
す
る
ス
ー
パ
ー
ハ
イ
エ
ン

ド
品
と
評
価
さ
れ
、
イ
ク
シ
ス
で
も
採
用
さ
れ
た
。

強
く
、
し
な
や
か
な
鉄
の
チ
カ
ラ

イ
ク
シ
ス 

ガ
ス
・
コ
ン
デ
ン
セ
ー
ト
田
で
採
掘
し
た
ガ
ス
を

L
N
G
化
す
る
た
め
に
陸
上
ガ
ス
液
化
プ
ラ
ン
ト
へ
送
る
ガ
ス
輸
送

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
は
全
長
約
8
8
9
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
水
深
2
5
0
メ
ー

ト
ル
の
海
底
に
敷
設
さ
れ
た
。
そ
の
約
40
％
に
あ
た
る
3
6
0
キ
ロ

「地下4,500メートルからガスを採掘する」

新日鉄住金（株）鋼管事業部
油井管・ラインパイプ営業部
油井管室

花田 憲士 室長

05.試掘井とそれに続く複数の評
価井でガスの分布や可採埋蔵量
などを確認したあと、2015年2
月から生産井の掘削が始まった。
06. 地層の圧力で井戸の壁が壊
れないようにケーシングで守り、
チュービングでガスを採掘する（図
は一般的なガス井戸）。07-a.海底
に設置された生産井から沖合生産・
処理施設（完成予想図/ 07-bは建
造中の様子）でガスとコンデンセー
ト（原油の一種）を分離。08-a.コ
ンデンセートの大半は沖合生産・
貯油出荷施設（完成予想図/ 08-b
は建造中の様子）から出荷する。

05

08-a 07-a

08-b 07-b

06
※ 坑口装置：坑井（ガスの運搬のために
設けた竪坑）の上部をコントロールする
ため、ケーシング頭部に取り付けられる
装置。
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メ
ー
ト
ル
を
つ
な
ぐ
ラ
イ
ン
パ
イ
プ
に
、
新
日
鉄
住
金
の
高
強
度
大

径
溶
接
鋼
管
が
使
わ
れ
て
い
る
。

「
大
径
ラ
イ
ン
パ
イ
プ
を
長
距
離
に
わ
た
っ
て
海
底
に
敷
設
す
る
計

画
に
驚
き
ま
し
た
。
イ
ク
シ
ス
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
や
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は

日
本
人
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
、
欧
米
人
と
多
彩
で
、
オ
イ
ル
メ
ジ
ャ
ー

経
験
者
も
多
数
い
ま
し
た
が
、
技
術
交
流
を
通
じ
て
日
本
企
業
初
の

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
事
業
を
推
進
し
よ
う
と
い
う
意
気
込
み
が
伝
わ
っ

て
き
ま
し
た
。
当
社
研
究
所
の
材
料
・
腐
食
・
溶
接
・
成
形
・
破
壊

各
部
門
の
専
門
家
、
君
津
・
鹿
島
両
製
鉄
所
の
鋼
管
工
場
や
品
質
管

理
の
技
術
者
な
ど
が
総
力
を
結
集
し
て
、
ニ
ー
ズ
に
応
え
ま
し
た
」（
新

日
鉄
住
金
・
村
田
正
彦
上
席
主
幹
）

油
井
管
と
同
じ
よ
う
に
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
も
ヒ
ビ
が
入
る
と
そ
こ

か
ら
ガ
ス
が
漏
れ
て
海
洋
汚
染
を
引
き
起
こ
し
て
し
ま
う
。
海
洋
環

境
を
守
る
た
め
、
水
圧
に
耐
え
ら
れ
る
高
強
度
厚
肉
サ
イ
ズ
で
、
海

流
や
地
殻
変
動
な
ど
に
対
し
て
も
壊
れ
に
く
く
、
状
況
変
化
に
よ
る

低
温
環
境
で
も
耐
え
ら
れ
る
靭
性（
粘
り
強
さ
）を
達
成
す
る
高
強
度

大
径
溶
接
鋼
管
を
技
術
提
案
し
た
。
一
般
的
に
鋼
材
は
強
度
を
高
め

る
と
低
温
靭
性
や
溶
接
性
が
低
下
す
る
傾
向
に
あ
る
が
、
高
強
度
大

径
溶
接
鋼
管
は
こ
れ
ら
の
特
性
を
両
立
し
、
万
一
、
き
裂
が
発
生
し

て
も
す
ぐ
に
停
止
で
き
る
。
ま
た
運
ぶ
ガ
ス
は
脱
水
処
理
さ
れ
て
い

る
た
め
、
微
量
に
含
ま
れ
る
硫
化
水
素
の
影
響
は
ほ
と
ん
ど
な
い
も

の
の
、
緊
急
時
の
た
め
の
安
全
を
考
え
て
、
万
一
の
と
き
で
も
腐
食

し
な
い
特
性
を
兼
ね
備
え
て
い
る
。

高
強
度
大
径
溶
接
鋼
管
は
製
鉄
所
で
厚
板
を
Ｕ
の
形
に
プ
レ
ス
し
、

そ
の
後
○
の
形
に
丸
め
て
、
そ
の
両
端
の
継
ぎ
目
を
内
外
面
か
ら
連

続
で
溶
接
し
て
丸
い
パ
イ
プ
に
す
る
。
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
は
船
の
上
で

鋼
管
同
士
を
溶
接
し
て
継
ぎ
足
し
な
が
ら
海
底
に
敷
設
さ
れ
る
が
、

そ
の
際
に
鋼
管
の
溶
接
部
と
鋼
管
同
士
の
円
周
溶
接
部
の
特
性
劣
化

「全長889キロメートルをラインパイプでつなぐ」

新日鉄住金（株）鋼管事業部
鋼管技術部

村田 正彦 上席主幹

09-10.海中に敷設するためのラインパイプ。

09 10
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を
防
ぐ
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
製
鉄
所
で
の
鋼
管
製
造
時
に
材
料
制
御

を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
全
長
で
の
真
円
度
を
維
持
す

る
た
め
、
緻
密
な
形
状
制
御
も
実
施
し
て
い
る
。

「
当
社
は
長
年
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を
務
め
る
オ
イ
ル
メ
ジ
ャ
ー
の
厳

し
い
特
性
要
求
に
応
え
る
製
品
を
開
発
し
、
供
給
し
て
き
ま
し
た
。

イ
ク
シ
ス
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
知
見
を
活
か
し
て
、
総
合
的
な
技
術
提

案
力
、
品
質
管
理
の
対
応
力
、
製
鉄
所
の
製
造
供
給
力
と
正
確
な
納

期
対
応
力
を
発
揮
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
何
と
言
っ
て
も
イ
ク
シ
ス
は

日
の
丸
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
同
じ
想
い
を
共
有
し
て
、
鉄
と
い
う
素

材
を
通
し
て
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
定
供
給
に
貢
献
で
き
る
こ
と
を
誇

り
に
感
じ
て
い
ま
す
」（
新
日
鉄
住
金
・
福
田
貴
之
室
長
）

イ
ク
シ
ス
周
辺
の
海
域
に
は
、
I
N
P
E
X
が
こ
れ
ま
で
の
探
鉱

作
業
を
通
じ
て
複
数
の
新
た
な
ガ
ス
層
を
発
見
し
て
い
る
。
イ
ク
シ

ス
で
敷
設
し
て
い
る
約
8
8
9
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
ガ
ス
輸
送
パ
イ
プ
ラ

イ
ン
で
は
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
5
カ
所
に
接
続
部
を
設
け
、
将
来
的

に
は
周
辺
ガ
ス
田
か
ら
の
つ
な
ぎ
込
み
を
想
定
す
る
な
ど
、
未
来
に

向
け
て
さ
ら
に
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
い
え
る
。

相
互
信
頼
の
絆

イ
ク
シ
ス 

ガ
ス
・
コ
ン
デ
ン
セ
ー
ト
田
で
生
産
井
が
掘
削
さ
れ
、

ガ
ス
を
陸
上
の
ガ
ス
液
化
プ
ラ
ン
ト
へ
送
る
た
め
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
が

敷
設
さ
れ
、
そ
し
て
ガ
ス
を
液
化
す
る
た
め
の
陸
上
ガ
ス
液
化
プ
ラ

ン
ト
が
ダ
ー
ウ
ィ
ン
郊
外
に
建
設
さ
れ
て
い
る
。
今
で
こ
そ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
生
産
開
始
に
向
け
て
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
実
は
プ
ラ
ン
ト

建
設
地
の
選
定
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
。
プ
ラ
ン
ト
建
設
は
、
経
済

的
に
も
環
境
的
に
も
地
元
地
域
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
た
め
、
地

域
の
行
政
や
住
民
か
ら
の
理
解
や
サ
ポ
ー
ト
が
欠
か
せ
な
い
。
当
初
、

「ラインパイプは深海へ」

新日鉄住金（株）鋼管事業部
油井管・ラインパイプ営業部
ラインパイプ室

福田 貴之 室長

11.パイプライン敷設専用船で、12.ラインパイプが水深250メートルの海底に敷設された。

11

12

13

14
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建
設
地
に
は
イ
ク
シ
ス 

ガ
ス
・
コ
ン
デ
ン
セ
ー
ト
田
に
近
い
マ
レ
ッ

ト
島
が
検
討
さ
れ
て
い
た
。
無
人
島
で
飛
行
場
も
な
く
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
国
内
で
も
あ
ま
り
関
心
を
払
わ
れ
て
い
な
い
小
さ
な
島
だ
。

マ
レ
ッ
ト
島
を
か
つ
て
生
活
圏
と
し
て
い
た
先
住
民
が
土
地
の
所
有

権
を
保
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
土
地
を
使
用
す
る
に
あ
た
っ

て
は
、
先
住
民
と
の
交
渉
が
必
要
だ
っ
た
。　

交
渉
に
携
わ
っ
た
I
N
P
E
X
の
岡
田
二
郎
本
部
長
補
佐
は「
日
本

で
は
田
畑
を
耕
し
、
肥
沃
な
土
地
に
改
良
し
て
、
後
世
に
受
け
継
い

で
い
く
人
間
こ
そ
が
最
も
尊
敬
さ
れ
ま
す
。
自
然
と
共
生
し
な
が
ら

永
続
的
な
発
展
を
目
指
す
文
化
な
の
で
す
」と
説
明
し
、
先
住
民
の
人
々

の
共
感
を
呼
ん
だ
。
し
か
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
現
の
た
め
の
各
方

面
と
の
調
整
や
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
な
ど
に
よ
り
、
マ
レ
ッ
ト
島

に
よ
る
イ
ク
シ
ス
開
発
構
想
の
先
行
き
が
不
透
明
に
な
り
、
開
発
構

想
は
暗
礁
に
乗
り
上
げ
た
。

そ
の
と
き
隣
接
す
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
北
部
準
州
政
府
が
、

I
N
P
E
X
の
ガ
ス
液
化
プ
ラ
ン
ト
建
設
を
歓
迎
す
る
と
表
明
し
た
。

設
置
す
べ
き
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
長
さ
は
、
マ
レ
ッ
ト
島
の
場
合
に
比
べ

数
倍
に
な
っ
た
。
コ
ス
ト
は
か
か
る
も
の
の
、
技
術
的
に
問
題
は
な
い
。

ま
た
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
に
は
水
や
電
力
、
交
通
網
な
ど
の
社
会
イ
ン
フ

ラ
が
格
段
に
整
っ
て
い
る
こ
と
、
地
元
政
府
・
先
住
民
を
含
む
地
域

社
会
か
ら
の
全
面
的
な
協
力
も
あ
り
、
コ
ス
ト
を
補
っ
て
余
り
あ
る

ほ
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
L
N
G
プ
ラ
ン
ト
建
設
予

定
地
を
ダ
ー
ウ
ィ
ン
と
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
作

業
な
ど
を
経
て
、
2
0
1
2
年
1
月
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
最
終
投
資

決
定
を
す
る
に
至
っ
た
の
だ
。

「
相
手
の
気
持
ち
を
理
解
す
る〝
相
互
信
頼
の
絆
〞が
、
い
ろ
い
ろ
な

危
機
を
乗
り
越
え
る
秘
訣
だ
と
思
い
ま
し
た
。
関
係
者
は
地
域
の
行

政
や
住
民
だ
け
で
な
く
、
L
N
G
の
買
主
、
資
金
調
達
を
可
能
に
し

た
金
融
機
関
、
ジ
ョ
イ
ン
ト
ベ
ン
チ
ャ
ー
パ
ー
ト
ナ
ー
、
そ
し
て
新
日

鉄
住
金
を
は
じ
め
と
す
る
資
材
供
給
や
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
を
担
う

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
、
建
設
・
建
造
請
負
業
者
な
ど
、
多
く
の
方
々
に
支

え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

そ
う
い
っ
た
皆
さ
ん
と〝
相
互
信
頼
の
絆
〞を
深
め
、

共
存
共
栄
の
W
i
n
│
W
i
n
の
関
係
を
構
築
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
成
功
に
導
き
、
未
来
の
日
本
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
安
定
供
給
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
」（
I
N
P
E
X
・
岡
田
二
郎
本
部
長
補
佐
）

「LNGプラントを建設する」
13.地域住民の理解を得て陸上ガス液化プラントサイトに決まったダーウィン
近郊での起工式。14.大型LNGタンカーが入港できるようにダーウィン港内の
海を深くして、15. 荷揚げ設備や16. LNGタンク、17. 陸上ガス液化プラント
の建設が進んでいる。

151617

Darwin
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